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１ 基本的な考え方

まずは、学習指導要領総則を確認しましょう！

４ 学校段階等間の接続
教育課程の編成に当たっては、次の事項に配慮しながら、学校段階等間の接続を図るものとする。

(1) 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた指導を工夫することにより、幼稚園教育要領等に基づく幼児
期の教育を通して育まれた資質・能力を踏まえて教育活動を実施し、児童が主体的に自己を発揮しながら
学びに向かうことが可能となるようにすること。また、低学年における教育全体において、例えば生活科におい
て育成する自立し生活を豊かにしていくための資質・能力が、他教科等の学習においても生かされるようにする
など、教科等間の関連を積極的に図り、幼児期の教育及び中学年以降の教育との円滑な接続が図られるよ
う工夫すること。特に、小学校入学当初においては、幼児期において自発的な活動としての遊びを通して育ま
れてきたことが、各教科等における学習に円滑に接続されるよう、生活科を中心に、合科的・関連的な指導や
弾力的な時間割の設定など、指導の工夫や指導計画の作成を行うこと。

この規定は、全国全ての小学校で、生活科を中心にスタートカリキュラムを編成・実施
しなればならない、ということを意味しています。スタートカリキュラムの「義務化」
です。

入学に際して、不安と緊張に包まれた子どもたちに、学校が【安心】して生活で
きる場であることを感じ取らせるようにしましょう。
安心感をもった子どもは、主体的に自己を【発揮】するようになり、さらには自分
自身で自分からやってみようと【自立】するようになります。

入学当初の子どもたちの学校生活をつくりだすために、【安心】【発揮】【自
立】の理念をスタートカリキュラムという形に表し、実践していく必要があります。

小
学
校

幼
児
期

「それならできるよ」

スタートカリキュラム

幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿

安心
発揮

自立

「園でやったことがある」

「自分でやってみるよ」

合言葉は「ゼロからのスタートではない！」
「子どもってすごい！」
肯定的な子ども観で、スタートカリキュラムをデザインしていきましょう。
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スタートカリキュラムをデザインする基本的な考え方
ポイント 主な内容

一人ひとりの児童の成長の姿
からデザインする

◇個人差を考慮したきめ細かい指導
◇「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえるなど、幼
児の発達や学びの様子を理解する

児童の発達の特性を踏まえて、
時間割や学習活動を工夫
する

◇入学当初の児童の発達の特性やこの時期の学びの特徴を
踏まえて、10分から15分程度の短い時間を活用して時間
割を構成したり、具体的な活動の伴う学習活動を位置付
けたりする

◇児童の意欲の高まりを大切にして、自らの思いや願いの実
現に向けた活動をゆったりとした時間の中で進めていけるよう
に活動時間を設定する

生活科を中心に合科的・関
連的な指導の充実を図る

◇自分との関わりを通して総合的に学ぶという、この時期の児
童の発達の特性を踏まえる

◇生活科を中心とした合科的・関連的な指導の充実を図る
ことが重要

◇児童の意識の流れに配慮したつながりのある学習活動を進
めるようにする

安心して自ら学びを広げていけ
るような学習環境を整える

◇児童が安心感をもち、自分の力で学校生活を送ることがで
きるように学習環境を整えることが重要

◇児童の実態を踏まえること、人間関係が豊かに広がること、
学習のきっかけが生まれることなどの視点で、児童を取り巻く
学習環境を見直す

スタートカリキュラムをデザインする際には、次に示す基本的な考え方を学校全体で共通理解する
ことが欠かせません。

１ 基本的な考え方

スタートカリキュラムの「義務化」によって、どの学校でも・どの先生でも・どの年
度でも、一定水準のスタートカリキュラムが実現される必要があります。

意図的・計画的・組織的な取組を進めるためにも、スタートカリキュラムの形が必要
不可欠です。

スタートカリキュラム
スタートブック（H27.1）

発達や学びをつなぐ
スタートカリキュラム

（H30.3）

国立教育政策研究所から出されている
スタートカリキュラムに関する資料を参考に 
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２ 各学校で行うスタートカリキュラムのデザイン

スタートカリキュラムをデザインする手順

○「幼児期の終わりまでに育ってほしい
姿」を踏まえる

○幼児の発達や学びの姿を把握する

（１）幼児の発達や学びを理解する
○スタートカリキュラムで期待する児童
の姿を明らかにする

○実施期間を検討する

（２）期待する児童の姿を共有する

（３）単元の構成と配列、週の計画と時間配分を構想する

①単元の構成と配列
期待する児童の姿に適合した単元を構成し配列する

幼児期の教育とのつながりや児童の発達の特性を踏まえ、主体的に自己を発揮しながら、
より自覚的な学びに向かうことが可能となるよう、生活科を中心とした合科
的・関連的な指導の工夫を行う

全ての単元を配列し、俯瞰することができる単元配列表を作成する

②週の計画と時間配分
単元計画に基づいた学習活動を週の計画として時間配分する

児童の発達の特性や学びの特徴を踏まえ、短い時間で時間割を構成したり、ゆったりとし

た活動時間を位置付けるなど、弾力的な時間割の設定の工夫を行う

実践に向けて具体化するために、週案を作成する

「入学当初の第１学年の週案をつくる」ことだけでは、スタートカリ
キュラムをデザインしたとは言えません。
上記（１）（２）と（３）の①を丁寧に考えていくことが重要です。

・実施期間は、各学校や子どもの実態に応じて柔軟
に設定します。

・入学後２週間、１ヶ月、連休明けまで、５月末ま
で等、さまざまな事例があります。

（１）幼児の発達や学びを理解する
（２）期待する児童の姿を共有する
（３）単元の構成と配列、週の計画と時間配分を構想する

各学校においてスタートカリキュラ
ムをデザインする際には、（１）
 （３）の手順で進めることが
考えられます。
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２ 各学校で行うスタートカリキュラムのデザイン

（１）幼児の発達や学びを理解する
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」（10の姿）を踏まえ、子どもたちの具体的な育ちの姿を手がかりに、児童の

成長を把握しながらカリキュラム・デザインを行います。
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を通して実際の幼児の姿について共通理解を図り、小学校へ入学した児

童が安心して学校生活を送るとともに、自信をもって成長し、学習者として確かに歩んでいくことができるようにすることが
望まれます。そのためには、例えば園への訪問や教職員との意見交換、幼稚園教育要領等を活用するなど、幼児の
発達や学びの様子や指導の在り方を把握することが重要です。

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」（10の姿）

園などでの遊びや生活の中での子どもたちの姿を見取る際に、10の姿はとても役立ちます。
遊びや生活の中で、子どもたちが何をどのように学んでいるかを見取る視点となります。
（10の姿の説明は巻末の参考資料P17にあります）

大分県幼児教育センターでは、幼児期
の終わりまでに育ってほしい姿の具体的な
事例をウェブサイトで公開しています。
園で見られる子どもの姿から、「１０の

姿」の育ちを読み解いていく手掛かりとな
るよう、協力園での実践事例を公開して
います。園での保育実践や指導計画作
成、「１０の姿」の理解のため、積極的に
活用してください。
巻末の参考資料P18に、一部を掲載

しています。詳細はウェブサイトからご覧く
ださい。

http://www.pref.oita.jp/site/oita-youjikyouiku/juunosugata.html
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２ 各学校で行うスタートカリキュラムのデザイン

（２）期待する児童の姿を共有する
スタートカリキュラムは、児童の発達の特性や

幼児期の発達を踏まえてデザインすることが重要
です。スタートカリキュラムを通して一人一人が
確かに成長することを目指し、期待する児童の姿
を明らかにすることが不可欠です。

期待する児童の姿
【中津市立三保小学校の例】
・安心して自分を発揮できる子ども
・学級や学校のルールを受け入れ、みんなと楽しく過ごせる子ども
・学習への興味・関心を持ち、意欲的に学習に取り組む子ども

週あたりのねらいの策定

期待する児童の姿については、小学校入学当初の教育課程全体を通して学校全体で育んで
いくための目標として、第１学年の担任だけでなく、全教職員で検討するとともに、共通理解を
図ることが大切です。そのことが、全教職員で協力体制を組み、第１学年の児童を見守り育て
ることにつながります。

【スタートカリキュラムの実施期間を検討する】

例えば、
○入学後２週間程度 ○１ヶ月 ○GW明けまで ○５月末まで など、

多様に想定することができます。
児童や各学校の実態を基に、期待する児童の姿を目指して、必要な期間を設定するこ

とが大切です。
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【週あたりのねらい】
第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

２ 各学校で行うスタートカリキュラムのデザイン

※管理職も含めて、みんなで書き込んでみましょう

【入学前の子どもの実態】（幼稚園等の情報、指導要録、合同研修での協議などから）

【本校におけるスタートカリキュラム編成の基本姿勢】

【スタートカリキュラムで目指す子どもの姿・・・●●する（できる）子ども】
●

●

●

参考
P10

【実施期間】

【保護者の願い】

【特に重視する姿・・（10の姿から）】
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２ 各学校で行うスタートカリキュラムのデザイン

（３）保護者へ説明する
新潟市では、スタートカリキュラムのねらい等について、保護者向けに説明する資料を作成

しています。

各学校がデザインしたスタートカリキュラムのねらいを丁寧に説明し、保護者の理解を得る
ことが大切です。
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３ 単元の構成と週案への位置付け

（１）単元の構成と配列
スタートカリキュラムをデザインする際には、幼児期の発達や遊びを通した総合的な学びが小学校の学習や

生活において発揮できるように、また、児童の思いや願いをきっかけとして始まる学びが自然に教科等の学習に
つながっていくように、単元の構成と配列を行うことが大切です。
単元の構成においては、体験活動を取り入れる、友達との関わりを重視する、児童の意識の流れを大切

にするなどが考えられます。
単元の配列においては、各教科等間のつながりを意識することが大切です。そのため、生活科を中心とし

た合科的・関連的な指導の工夫が重要です。

スタートカリキュラムを実施する期間全体を見通して、例えば、
○はじめの頃には、初めて出会った先生や友達と関わったりする学習活動を中心に行い、児童の安心感を高
める。

○その後は、より自覚的な学びに向かうことを意識した単元を位置付けるなど、単元の構成や配列、指導の
重点を考えることが重要です。

１

２

３

生活科を中心とした合科的・関連的な指導

例えば、スタートカリキュラムの実施期間を１か月としたときに、教育課程全体を俯瞰して、①②③が実現で
きそうな箇所を見付けて線でつないでいきます。場合によっては、単元の入れ替えを行うこともあります。それ
を一覧にしたものが、単元配列表です。

単元配列表の作成へ
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３ 単元の構成と週案への位置付け

単元配列表の例（→は関連的な指導、太線は合科的な指導）

週の計画と時間配分（週案）の作成へ

（２）単元配列表の作成

【単元配列表作成のポイント】
①単に学習材や活動を関連付けるだけでなく、各教科等でどのような資質・能力を育成した
いのかを意識する。

②児童の意識の流れを想定した上で、相互の関連について検討し位置付ける。

③合科的指導においては、関連した教科の目標が生活科の目標とともに実現されていくよう
に意識する。

④線を引きすぎない 生活科との合科的・関連的な指導に絞って重点化する。精選するこ
とによって、実現可能性が高まる。

各教科等 第１週 第２週 第３週 第４週 第５週

国語

算数

生活

音楽

図画工作

体育

道徳

特別活動

ともだち 10までのかず なんばんめ いくつといくつ

がっこう だいすき ・がっこうたんけん

わたしのあさがお

うたっておどってなかよくなろう はくをかんじとろう

すきなものいっぱい ねんどとなかよし クレヨンやパスと
なかよし

からだほぐし てつぼうやゆうぐで
あそぼう

おにあそび

みんなでたのしく あいさつでげんきに がっこうたんけん

にゅうがくしき １ねんせいをむかえるかい

たのしいきゅうしょく おしごとたのしいな

こえをあわせて あいうえお
たのしい
いちにち

わたしの
なまえ

みつけてはなそう
たのしくきこう

ことばを
あつめよう

ほんを
よもう

※佐伯地区の使用教科書を参考に作成しています。
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３ 単元の構成と週案への位置付け

弾力的な時間割の設定例

例） ・登校してきたら朝の支度を済ませ、友達と誘い合って自由に遊べる時間とする

・朝の会から1時間目を連続した時間とし、幼児期に親しんできた遊びや活動を
取り入れる

・友達と仲良く交流する活動を行う

・この時期の児童の発達の特性に配慮し、学びの特徴を踏まえて、
10分から15分程度の短い時間で時間割を構成する

・児童が自らの思いや願いの実現に向けた活動をゆったりとした時間の中で
進めていけるように学習活動を2時間続きで設定する

など

☆スタートカリキュラムを実施する期間の週案に、上記のような活動を位置付ける

☆計画的・組織的な取組として学校全体で共通理解を図りながら進める

☆週案の作成は、前項で述べた単元配列表を、実践に向けて具体化するためにも必要

☆児童の成長の姿を評価しながら、それらを生かして週案を作成することはもとより、見直しを
加えながら改善していくというカリキュラム・マネジメントの視点も必要

（３）週の計画と時間配分

小学校入学当初においては、幼児期の発達や学びを土台とし、児童が興味・関心をもったことを一人
一人のペースで追究していけるような、ゆったりとした時間の流れの中で、少しずつ小学校での学習や生活
に慣れていくようにするための工夫が求められます。
ポイントとなるのは、「弾力的な時間割の設定」です。

学習指導要領解説生活編
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３ 単元の構成と週案への位置付け

中津市立三保小学校では、スタートカリキュラムの週案を作成するとともに、子どもの様子
や教師の指導、環境等についての気付きを書き加え、次年度の計画に生かしています。

（３）週の計画と時間配分

令和３年度の
スタートカリキュラム（例）は
次頁以降に掲載しています。
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３ 単元の構成と週案への位置付け

（４）令和３年度の週の計画（例）
なかよしタイム（黄）・・安心をつくる時間として、朝の会 １時間めに位置付けています。
わくわくタイム（青）・・生活科を中心とした合科的・関連的な時間です。
ぐんぐんタイム（緑）・・各教科等の学びを中心とした時間です。
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第２週

月日
曜日

よてい

もちもの

朝の会

・手遊び ・手遊び ・手遊び ※雨天時
・手遊び

国 ・お話読んで 国 ・お話読んで 国 ・お話読んで 国 ・お話読んで
国 ・お話聞いて 国 ・お話聞いて 国 ・お話聞いて 国 ・お話聞いて
音 ・歌って踊ろう 音 ・歌って踊ろう 国 ・本がたくさん 国 ・本がたくさん
音 音 国 国

行 国 たのしいいちにち 道 みんなでたのしく 算 さんすうの 算 さんすうの
行 入学式 国 わたしのなまえ 道 算 はじまり 算 はじまり
行 国 道 算 算

行 国 道 算 算

行 国 道 算 算

行 国 道 算 算

中休み

行 生 がっこうだいすき 生 がっこうだいすき 生 がっこうだいすき

保護者会 行 対面式 生 生 生

行 生 がっこうのひみつ 生 がっこうたんけん 生 がっこうたんけん
行 生 生 生

行 生 生 生

行 生 生 生

学 学 たのしいきゅうしょく 国 みつけてはなそう 国 みつけてはなそう

下校 学 帰りの支度 学 国 たのしくきこう 国 たのしくきこう
学 下校指導 学 国 国

学 学 国 国

学 学 国 国

学 学 国 国

きゅうしょく

ひるやすみ

そうじ

算 さんすうの 体 みつけた 国 たのしいいちにち
算 はじまり 体 ゆうぐであそぼう 国 わたしのなまえ
算 体 国

算 体 国

算 体 国

算 体 国

帰りの会

げこうじこく

令和３年度 ○○小学校スタートカリキュラム週案（案）
（４月１２日～４月１７日）

週のめあて（例） 1年生になった嬉しさを素直に感じ、大きくなった喜びを感じながら、学校で過ごすことができる。

12日 13日 14日 15日 16日 17日
月 火 水 木 金 土

入学式 対面式 給食開始 歓迎遠足

なかよくなろう なかよくなろう なかよくなろう なかよくなろう

１時間め

２時間め

３時間め

４時間め

５時間め

時数
国語 6.0 音楽 0.7

生活 3.0 体育 1.0 学校行事 2.0

1.0
算数 3.0 図画工作 0.0 学級活動 2.0

道徳

○中休み後に、わくわくタイムを位置付けるとともに、生活（体験）・国語
（表現）を連続して位置付けています。

第１週

なかよしタイム

ぐんぐんタイム

わくわくタイム
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第２週
第３週

月日
曜日

よてい

もちもの

朝の会

・手遊び ・手遊び ・手遊び ・手遊び ・手遊び

国 ・お話読んで 国 ・お話読んで 国 ・お話読んで 国 ・お話読んで 国 ・お話読んで
国 ・お話聞いて 国 ・お話聞いて 国 ・お話聞いて 国 ・お話聞いて 国 ・お話聞いて
音 ・歌って踊ろう 音 ・歌って踊ろう 音 ・歌って踊ろう 国 ・本がたくさん 国 ・本がたくさん
音 音 音 国 国

国 かいてみよう 国 かいてみよう 道 みんなでまもろう 生 がっこうだいすき 道 がっこうたんけん
国 国 道 生 道

国 国 めいしづくり 道 生 がっこうのはてなや 道

国 国 道 生 びっくりをみつけよう 道

国 国 道 生 道

国 国 道 生 道

中休み

図 すきなもの 生 がっこうだいすき 生 がっこうだいすき 国 音 うたっておどって
図 いっぱい 生 生 国 みつけたことを 音 なかよくなろう
図 生 がっこうのはてなや 生 がっこうのはてなや 国 おともだちに 音

図 生 びっくりをみつけよう 生 びっくりをみつけよう 国 つたえよう 音

図 生 生 国 音

図 生 生 国 音

図 すきなもの 国 国 算 みつけたものを 国

図 いっぱい 国 みつけたことを 国 みつけたことを 算 かぞえてみよう 国 こえをあわせて
図 国 おともだちに 国 おともだちに 算 （10までの数） 国 あいうえお
図 国 つたえよう 国 つたえよう 算 国

図 国 国 算 国

図 国 国 算 国

きゅうしょく

ひるやすみ

そうじ

国 すきなものを 体 からだほぐしの 算 みつけたものを 体 からだほぐしの 行 聴力検査
国 おともだちに 体 うんどう 算 かぞえてみよう 体 うんどう 行

国 しょうかいしよう 体 算 （10までの数） 体 行

国 体 算 体 行

国 体 算 体 行

国 体 算 体 行

帰りの会

げこうじこく

令和３年度 ○○小学校スタートカリキュラム週案（案）
（４月１９日～４月２４日）

週のめあて（例） 1年生になった嬉しさを素直に感じ、大きくなった喜びを感じながら、学校で過ごすことができる。

１９日 ２０日 ２１日 ２２日 ２３日 ２４日
月 火 水 木 金 土

学年始PTA 保護者面談① 保護者面談② 保護者面談③
聴力検査（午後）

なかよくなろう なかよくなろう なかよくなろう なかよくなろう なかよくなろう

１時間め

２時間め

３時間め

４時間め

５時間め

時数
国語 9.3 音楽 2.0

生活 3.0 体育 2.0 学校行事 1.0

2.0
算数 2.0 図画工作 2.0 学級活動 0.0

道徳

○学校探検で見付けたものを題材に、算数等の学習を構成しています。
○学校探検で使う名刺づくりなども、文字の学習と関連させ、位置付けて
います。

なかよしタイム

わくわくタイム
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第３週
第４週

月日
曜日

よてい

もちもの

朝の会

・手遊び ・手遊び ・手遊び ・手遊び

国 ・お話読んで 国 ・お話読んで 国 ・お話読んで 国 ・お話読んで
国 ・お話聞いて 国 ・お話聞いて 国 ・お話聞いて 国 ・お話聞いて
国 ・本がたくさん 音 ・歌って踊ろう 国 ・本がたくさん 国 ・本がたくさん
国 音 国 国

音 うたっておどって 算 10までの数 算 10までの数 算 10までの数
音 なかよくなろう 算 算 算

音 算 算 算

音 算 算 算

音 算 算 算

音 算 算 算

中休み

図 クレヨンやパスと 生 がっこうだいすき 生 がっこうだいすき 国 ことばをあつめよう

図 なかよし 生 生 国

図 生 がっこうのはてなや 生 がっこうのはてなや 国

図 生 びっくりをみつけよう 生 びっくりをみつけよう 国

図 生 生 国

図 生 生 国

図 クレヨンやパスと 国 国 学 おしごとみつけ
図 なかよし 国 みつけたことを 国 みつけたことを 学

図 国 おともだちに 国 おともだちに 学

図 国 つたえよう 国 つたえよう 学

図 国 国 学

図 国 国 学

きゅうしょく

ひるやすみ

そうじ

算 10までの数 国 ことばをあつめよう 体 てつぼうや 体 てつぼうや
算 国 体 ゆうぐで 体 ゆうぐで
算 国 体 あそぼう 体 あそぼう
算 国 体 体

算 国 体 体

算 国 体 体

帰りの会

げこうじこく

令和３年度 ○○小学校スタートカリキュラム週案（案）
（４月２６日～５月１日）

週のめあて（例） 学校生活に慣れ、学校や学級が大好きになり、明日も学校へ来たいと思うことができる。

２６日 ２７日 ２８日 ２９日 ３０日 １日
月 火 水 木 金 土

保護者面談④ 昭和の日

なかよくなろう なかよくなろう なかよくなろう なかよくなろう

１時間め

２時間め

３時間め

４時間め

５時間め

時数
国語 6.3 音楽 1.3

生活 2.0 体育 2.0 学校行事 0.0

0.0
算数 4.0 図画工作 2.0 学級活動 1.0

道徳

○第３週から、ぐんぐんタイムの割合が増えていくようにしています。

わくわくタイム

ぐんぐんタイム

なかよしタイム

ぐんぐんタイム
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第４週
第５週

月日
曜日

よてい
こどもの日

もちもの

朝の会

・手遊び ・手遊び

国 ・お話読んで 国 ・お話読んで
国 ・お話聞いて 国 ・お話聞いて
国 ・本がたくさん 音 ・歌って踊ろう
国 音

算 10までの数 国 ねこ、ねっこ
算 国

算 国

算 国

算 国

算 国

中休み

生 おおきくなあれ 体 おにあそび
生 体

生 （わたしの 体

生 あさがお） 体

生 体

生 体

国 ねこ、ねっこ 算 10までの数
国 算

国 算

国 算

国 算

国 算

きゅうしょく

ひるやすみ

そうじ

行 歯科検診 学 クラスの
行 学 めあてを
行 学 きめよう
行 学

行 学

行 学

帰りの会

げこうじこく

令和３年度 ○○小学校スタートカリキュラム週案（案）
（５月３日～５月８日）

週のめあて（例） 学校生活に慣れ、学校や学級が大好きになり、明日も学校へ来たいと思うことができる。

３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日
月 火 水 木 金 土

憲法記念日 みどりの日 歯科検診（午後）

なかよくなろう なかよくなろう

１時間め

２時間め

３時間め

４時間め

５時間め

時数
国語 3.0 音楽 0.3

生活 1.0 体育 1.0 学校行事 1.0

0.0
算数 2.0 図画工作 0.0 学級活動 1.0

道徳

○各学校の実態に応じて、スタート
カリキュラムの構成を工夫しま
しょう。

○次ページに示した「幼児期の終わ
りまでに育って欲しい姿」を手が
かりにスタートカリキュラムの在
り方を見直していくとともに、子
どもたちが安心して自己発揮でき
るような場や環境の工夫も大切で
す。
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４ 参考資料

健康な心と体 幼稚園生活の中で、充実感をもって自分のやりたいことに向かって心と体を十分に働
かせ、見通しをもって行動し、自ら健康で安全な生活をつくり出すようになる。

自立心 身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で、しなければならないことを自
覚し、自分の力で行うために考えたり、工夫したりしながら、諦めずにやり遂げることで
達成感を味わい、自信をもって行動するようになる。

協同性 友達と関わる中で、互いの思いや考えなどを共有し、共通の目的の実現に向けて、
考えたり、工夫したり、協力したりし、充実感をもってやり遂げるようになる。

道徳性・規範意識
の芽生え

友達と様々な体験を重ねる中で、してよいことや悪いことが分かり、自分の行動を振り
返ったり、友達の気持ちに共感したりし、相手の立場に立って行動するようになる。ま
た、きまりを守る必要性が分かり、自分の気持ちを調整し、友達と折り合いを付けな
がら、きまりをつくったり、守ったりするようになる。

社会生活との関わり 家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに、地域の身近な人と触れ合う中で、人
との様々な関わり方に気付き、相手の気持ちを考えて関わり、自分が役に立つ喜び
を感じ、地域に親しみをもつようになる。また、幼稚園内外の様々な環境に関わる中
で、遊びや生活に必要な情報を取り入れ、情報に基づき判断したり、情報を伝え
合ったり、活用したりするなど、情報を役立てながら活動するようになるとともに、公共
の施設を大切に利用するなどして、社会とのつながりなどを意識するようになる。

思考力の芽生え 身近な事象に積極的に関わる中で、物の性質や仕組みなどを感じ取ったり、気付い
たりし、考えたり、予想したり、工夫したりするなど、多様な関わりを楽しむようになる。
また、友達の様々な考えに触れる中で、自分と異なる考えがあることに気付き、自ら
判断したり、考え直したりするなど、新しい考えを生み出す喜びを味わいながら、自分
の考えをよりよいものにするようになる。

自然との関わり・生
命尊重

自然に触れて感動する体験を通して、自然の変化などを感じ取り、好奇心や探究心
をもって考え言葉などで表現しながら、身近な事象への関心が高まるとともに、自然へ
の愛情や畏敬の念をもつようになる。また、身近な動植物に心を動かされる中で、生
命の不思議さや尊さに気付き、身近な動植物への接し方を考え、命あるものとしてい
たわり、大切にする気持ちをもって関わるようになる。

数量や図形、標識
や文字などへの関
心・感覚

遊びや生活の中で、数量や図形、標識や文字などに親しむ体験を重ねたり、標識や
文字の役割に気付いたりし、自らの必要感に基づきこれらを活用し、興味や関心、
感覚をもつようになる。

言葉による伝え合い 先生や友達と心を通わせる中で、絵本や物語などに親しみながら、豊かな言葉や表
現を身に付け、経験したことや考えたことなどを言葉で伝えたり、相手の話を注意して
聞いたりし、言葉による伝え合いを楽しむようになる。

豊かな感性と表現 心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中で、様々な素材の特徴や表現の仕
方などに気付き、感じたことや考えたことを自分で表現したり、友達同士で表現する
過程を楽しんだりし、表現する喜びを味わい、意欲をもつようになる。

（１）幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10の姿）
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（１）幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10の姿）
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４ 参考資料

全教職員で「はい」「いいえ」を回答し、「はい」の数を次のページの三角形に位置付け、
できた形を比べてみましょう。

（２）スタートカリキュラムのチェックリスト
NO 関連P

1 2 はい いいえ

2 11 はい いいえ

3 4 はい いいえ

4 13 はい いいえ

5 15 はい いいえ

6 16 はい いいえ

7 19 はい いいえ

8 19 はい いいえ

9 21 はい いいえ

10 24 はい いいえ

11 34 はい いいえ

12 34 はい いいえ

13 35 はい いいえ

14 34 はい いいえ

15 50 はい いいえ

16 50 はい いいえ

17 50 はい いいえ

18 55 はい いいえ

19 60 はい いいえ

20 60 はい いいえ

21 62 はい いいえ

22 62 はい いいえ

23 63 はい いいえ

24 64 はい いいえ

25 66 はい いいえ

26 66 はい いいえ

27 67 はい いいえ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

具体的な活動や体験を通して、生活上必要な習慣や技能が身に付くよう指導している

１日の学校生活を、児童中心にデザインしている
弾力的な時間割の工夫をしている（短い時間、ゆったりとした時間）
スタートカリキュラムの単元計画に基づいて週の計画を作成している

園と小学校の環境の違いに配慮し、掲示物や人的な環境構成を工夫している

１週間の中での遊びや活動の連続性、発展性を考えて実践している
１時間の中での遊びや活動の構成を考えて実践している
子どもが安心感をもち、新しい人間関係を築くために、遊びや活動の特性を考慮している

学習活動に際して、児童が主体的に自己を発揮できる場面を意図的につくっている

スタートカリキュラムの実施時期は
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を学校全体で共通理解している
入学してくる子どもたちの幼児期の実態を把握している

教科学習の内容（単元）につながる幼児期の姿を意識して学習活動を展開している

友達と触れ合ったり関わり合ったりするゲーム等、幼児期に親しんだ活動を取り入れている

子ども一人一人の経験の違いや園での活動の違いに留意して、体験活動を取り入れている

スタートカリキュラムで期待する児童の姿を明確にしている
⑤５月連休終了後まで　⑥入学 ５月末　⑦その他

デ
ザ
イ
ン

13

実
践

全ての単元を配列し俯瞰する単元配列表を作成している
生活科を中心とした合科的・関連的な指導の工夫を行っている

学習指導要領におけるスタートカリキュラムの位置付けを理解している

（平成３０年３月 国立教育政策研究所）の関連ページを示しています。
※「発達や学びをつなぐスタートカリキュラム」

幼稚園等に訪問し、幼児や保育の様子を参観し、小学校での指導に生かしている

スタートカリキュラムの意義やねらいを、保護者に説明している
スタートカリキュラムの意義や考え方、ねらいなどを全教職員で共通理解している

内容 回答

週案等の資料をデータベース化し共有している
毎週末や毎月の節目等に、スタートカリキュラムの反省、検証、改善を行っている

幼稚園等の教職員や保護者に、スタートカリキュラムの様子を参観してもらっている

スタートカリキュラムの実施状況を全教職員で共有している
スタートカリキュラムを全教職員で協力体制を組み、実施している
幼稚園等の教職員と意見交換を行い、幼児の実態を把握しようとしている

①入学後１週間　②入学後２週間　③入学後３週間　④入学後１か月
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できた形を比べてみると、先生方のスタートカリキュラムに対する考え方や捉え方
の違いが明確になります。
これを受けて、自校のスタートカリキュラムの編成や実施の在り方、指導の在り

方について協議することが大切です。

１ 「はい」の数を三角形の頂点に点で示す

２ 点を直線でつなぐ

３ 線でつないでできた三角形の形から、自校のスタカリの課題を見出す

４ 各校のスタカリの工夫や取組状況を共有する
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○「小学校学習指導要領解説総則編」、2017（平成29）年７月、文部科学省
○「小学校学習指導要領生活編」、2017（平成29）年７月、文部科学省
○「発達や学びをつなぐスタートカリキュラム」

2018（平成30）年３月、文部科学省 国立教育政策研究所教育課程研究センター
○「スタートカリキュラムスタートブック」

2015（平成27）年１月、文部科学省 国立教育政策研究所 教育課程研究センター
○幼稚園教育要領解説、平成３０年３月、文部科学省
○幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説、平成３０年３月、内閣府、文部科学省、厚生
労働省

○保育所保育指針解説、平成３０年３月、厚生労働省

○中津市立三保小学校 スタートカリキュラム
○新潟市接続期カリキュラム
○NHK for School 「おばけの学校たんけんだん」
○NHK for School 「すたあと」
○「小学１年スタートカリキュラム＆活動アイディア」

2020（令和２）年３月、明治図書 松村英治、寳來生志子 著 嶋野道弘、田村学 監修

４ 参考資料

（３）引用・参考資料
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